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研究成果概要 
本年度は以下の研究開発が予定通り進捗した 

 クォーツチェンバーTPC の研究開発 
液体キセノン TPC のバックグラウンドの主要な成分の一つに、ラドンガスによる

ものがある。本研究では、ラドン発生の少ないクォーツ容器を TPC 内に装着し、ラ

ドンの低減や、低質量暗黒物質探索に有効な S2 信号のバックグラウンド低減を検

討してきた。今回はクォーツ部材の存在があっても TPC として有効に動作するこ

とを確認でき、それを基に論文を執筆し、投稿した。arXiv: 1910.13831 
 新型光センサーの開発 

SiPM を将来の暗黒物質探索に用いる際に問題となる、ダークレートの低減の研究

開発を浜松ホトニクス（株）と共同で進めている。常温下、低温下での評価中。 
 一相式 TPC の開発 

これまで低エネルギーのガンマ線により針状の細い電極周辺の強い電場で比例蛍光

の発生に成功した。原子核反跳の観測のため 10 m の針電極での実験を準備中。 
 液体キセノンの赤外線発光の研究 

液体キセノンの発光として、VUV だけでなく近赤外における発光が確認されてい

る。粒子弁別やエネルギー分解能の向上のため波長、強度、時間特性の詳細を確認

するための実験装置の準備を進めている。 
 低バックグラウンド光電子増倍管の特性研究と論文執筆 

本件は B01 の実験的な活動終了後に、第 3 世代の暗黒物質探索へ向けた研究開発と

して実験的調査を行い、それを基に論文執筆を行っている。 
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